
P2 暮らしの要求に基づいたプラン策定へ始動（法人事業本部）
P3 京都市聴覚言語障害者の暮らしを考える集会（法人事業本部）
P4 食を楽しむ（いこいの村）/ボッチャ交流大会 （京都市）

　2026年５月24日（日）京都市聴覚言語障害セン
ターで、「京都市聴覚言語障害者の暮らしを考え
る集会」が開かれました。「若木寮の役割とは何
か、私たちにできることは何か考えたい」と102
名の参加者で会場は熱気に包まれました。

　この集会は、参加者が入所施設「若木寮」（京
都市聴覚言語障害センター内）で生活するなかま
の暮らしについて、利用者の要求を知り、制度を
学び、今後の活動の方向を共有することを目標と
して議論する一日となりました。

INDEXINDEX

詳細は、P.3をご覧ください

若木寮の仲間を代表して思いを伝える川村光男さん

聴覚障害者の暮らしと
　　　福祉サービスを考える

P5  相楽地域の願いが実った２つの条例制定！（京都府）
後援会だより、「法人後援会サポーター状況」

P6 「リレーコラム」、「お知らせ」
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法人事業本部

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
の
豊
か

な
暮
ら
し
を
築
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
府
ネ
ッ
ト
）
が
ま
と
め
た
、

5
年
間
の
計
画
「
レ
イ
ン
ボ
ー
３
」

は
、
京
都
府
内
の
多
く
の
仲
間
の

〝
ね
が
い
〞
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
6
年
は
「
レ
イ
ン
ボ
ー
３
」
の
最

終
年
と
な
る
た
め
、
新
し
い
プ
ラ
ン
の
策
定

に
向
け
て
、
2
0
2
6
年
6
月
26
日
（
金
）

に
、
第
1
回
レ
イ
ン
ボ
ー
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
か
ら
も
委
員
と
し

て
、
共
同
組
織
委
員
会
の
吉
田
正
雄
理
事
・

滝
野
千
里
理
事
・
藤
井
秀
雄
理
事
が
参
画
し

て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
要
求
に
基
づ
い
た
プ
ラ
ン
策
定
へ
始
動

　
現
在
、
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
の
豊
か
な

暮
ら
し
を
築
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
府
ネ
ッ

ト
）
で
策
定
中
の
新
し
い
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
を
前
提
と
し
て
、「
第
5
次
短
中
期
計
画
」

の
原
案
作
成
に
向
け
、
法
人
内
チ
ー
ム
を
組

ん
で
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
法
人
内
チ
ー
ム
に
は
、「
情
報
提
供
施
設
」

「
障
害
福
祉
」「
高
齢
福
祉
」
と
い
っ
た
、
異

な
る
分
野
の
現
場
で
は
た
ら
く
職
員
が
、
部

署
を
越
え
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
原
案
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
や
関
係
者
職
員
の

〝
ね
が
い
〞
を
集
め
、
現
場
の
職
員
の
気
づ

き
を
出
し
合
っ
て
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「他人事」から「我が事」へ。今、私たちにできること。
　京都聴言ニュース秋号では、2027年３月に完成予定の新しいレインボー
プランへの思いについて、府ネット委員長の高山正紀氏にお話を伺います。

教えて、 高山委員長！教えて、 高山委員長！秋号
予告

新しいレインボープランと
法人の「第５次短中期計画」

「府ネット」と「新しいレインボープラン」
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聴
覚
障
害
者

聴
覚
障
害
者
の
暮
ら
し

暮
ら
し
を
知
る
こ
と

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
聴
覚
言
語
障
害
者
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
く
京
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
以
下
市
ネ
ッ
ト
）
主
催
で
行
わ
れ
た
「
京
都
市
聴
覚
言

語
障
害
者
の
暮
ら
し
を
考
え
る
集
会
」（
以
下
く
ら
し
集
会
）。
今

回
、
集
会
で
の
学
び
に
先
立
ち
、
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
・
職
員
が
講
義
を
す
る
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
木
寮
の
暮
ら
し
を

考
え
る

　
現
在
、
京
都
市
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー
3
階
の
若
木
寮
で

生
活
す
る
な
か
ま
の
部
屋
は
、

一
人
あ
た
り
約
3
畳
半
の
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
開
所
当
初
は
、

一
定
期
間
の
生
活
訓
練
の
機
能

が
求
め
ら
れ
た
若
木
寮
で
し
た

が
、
時
代
と
共
に
な
か
ま
の

〝
ね
が
い
〞
も
変
わ
り
、
現
在

は
長
く
暮
ら
せ
る
環
境
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
集
会

当
日
は
、
会
場
に
、
３
畳
半
を

テ
ー
プ
と
ベ
ッ
ド
で
再
現
し
、

窮
屈
さ
を
参
加
者
に
体
感
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
木

寮
で
暮
ら
す
川
村
光
男
さ
ん
か

ら
、「
今
の
仲
間
と
ず
っ
と
一

緒
に
暮
ら
し
た
い
」
と
、
将
来

へ
の
思
い
を
話
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
続
け
て
、
福
祉
制
度
の
変
遷

を
説
明
し
ま
し
た
。
2
0
0
0

年
以
前
は
行
政
責
任
に
よ
る
措

置
制
度
で
し
た
が
、
現
在
は
契

約
制
度
に
よ
っ
て
福
祉
が
サ
ー

ビ
ス
化
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
所

と
利
用
者
が
「
提
供
す
る
側
」

「
提
供
さ
れ
る
側
」
に
分
断
さ

れ
か
ね
な
い
課
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
の
違
い
を
京
都

市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
の

職
員
に
よ
る
寸
劇
で
、
表
現
し

ま
し
た
。

　
後
半
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で

は
、
自
分
の
求
め
る
暮
ら
し
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
現
在
の

仲
間
の
暮
ら
し
や
支
援
制
度
、

〝
ね
が
い
〞
の
実
現
に
向
け
た

運
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
問
題
を
み
ん

な
の
〝
ね
が
い
〞
に
す
る
た
め

の
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
運
動

　
く
ら
し
集
会
は
、
日
々
の
運

動
と
事
業
の
あ
り
方
や
目
指
す

方
向
性
を
参
加
者
全
員
で
認
識

す
る
貴
重
な
場
で
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
、「
今
で
き
る

こ
と
か
ら
共
に
取
り
組
み
た

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い

た
だ
き
ま
し
た
。
後
日
、
若
木

寮
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ

ロ
ワ
ー
の
数
が
増
え
た
こ
と
か

ら
も
、
今
回
の
く
ら
し
集
会
の

反
響
が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
運
動
と
事
業
の
指
針

と
し
て
作
ら
れ
た
「
レ
イ
ン

ボ
ー
３
」
が
、
2
0
2
7
年
度

の
次
期
更
新
に
向
け
て
、
振
り

返
り
と
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
議

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
を

共
通
の
指
針
と
し
な
が
ら
、
学

び
合
い
、
共
に
歩
む
運
動
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

（
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

黒
田
卓
也
）

課題の切実さがよく伝わった

職員の伝えたい熱意を感じた

部屋の再現で、
「他人事」感がなくなっ

た

写真や動画で
様子がよく分かった

参加者
アンケートより

みんなで問題を考える
良い機会だった

全員で同じ方向を向く必要性
を理解できた

制度のことや行政との意見交換など、実現に向けて引続き考えたい

若木寮の現状、
集会の内容に
ついて

今後について
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京都市
聴言センター

いこいの村
聴言センター

　
栗
の
木
寮
は
令
和
7
年
度
よ

り
「
健
康
（
心
、
身
体
、
精

神
）」
の
増
進
を
柱
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
「
食
」

は
仲
間
の
暮
ら
し
に
お
い
て
と

て
も
大
切
な
営
み
で
す
。

　
開
所
当
時
よ
り
農
作
業
は
40

年
以
上
続
い
て
い
ま
す
が
、
高

齢
化
と
共
に
作
業
参
加
が
難
し

く
な
る
仲
間
が
増
え
て
い
ま

す
。
現
在
主
な
メ
ン
バ
ー
は
４

名
で
す
が
、
希
望
が
あ
れ
ば
他

の
メ
ン
バ
ー
も
作
業
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
車
い
す
の
仲
間
で

交
流
大
会

も
作
業
で
き
る
よ
う

に
施
設
の
近
く
に
畑

を
作
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
収
穫
の
日
。

土
に
触
れ
、
収
穫
を

し
た
仲
間
の
笑
顔
は

輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
Ｊ
Ａ
よ
り

「
万
願
寺
甘
と
う
」

の
苗
を
購
入
し
栽
培
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
食
の
取
り
組
み
と

し
て
、
７
月
に
は
夏
野
菜
の
天

ぷ
ら
、
８
月
に
は
施
設
行
事
の

納
涼
祭
で
野
菜
カ
レ
ー
を
皆
で

一
緒
に
食
べ
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
で
育
て
、
食
べ

る
こ
と
の
喜
び
」
を
支
援
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
皆
で
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　（
施
設
第
一
福
祉
部
　

渡
邉
幸
之
助
）

「食」を楽しむ！

やっぱり

収穫は最
高！

大きく

育ちますように
！

　
西
ノ
京
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
6
月
8
日

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
簡
単
な
ス
ポ
ー

ツ
や
外
出
を
通
じ
て
健
康
作
り
や
社
会
参
加
の
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
な
か
ま
と
の
交
流
に
よ
り
聴
覚
障
害
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
企
画
で

す
。

　
当
日
は
、
京
都
市
聴
言
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
西
ノ
京
地
域

（
朱
４
・
朱
５
・
朱
８
学
区
）
に
お
住
い
の
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
10
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
み
ん
な
で

楽
し
み
、
最
後
は
若
木
寮
が
考
案
し
た
ア
レ
ン
ジ
ボ
ッ
チ
ャ

（
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
が
最
大
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
交
流
を

終
え
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
と
の
交

流
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

　（
高
齢
福
祉
部

西
村
香
織
）

〜
若
木
寮
の
仲
間
と

　
　
地
域
の
方
が
交
流
〜

ボ
ッ
チ
ャ

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
！
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京都府
聴言センター

法人後援会サポーター状況 （2026年４月1日～６月31日）

後援会だより

　去る６月28日（日）、京都市聴覚言語障
害センターで2026年度後援会総会が開か
れました。前年度の会員数は763名（年度
比129名減）。年々会員が減少しています。
　後援会は法人の設立以前から、当事者や
関係者の“ねがい”と力を結集し、法人事
業を支えてきました。幅広い方々に参画し

てもらうため、実現したいプランを明確に
し、わかりやすく参加しやすい方法を開始
しました。今後、新しいレインボープラン
とも連動させ、“ねがい”の実現に向けて
みなさんと共に育み、活動の輪を広げてい
きます。サポーターご登録がまだの方はぜ
ひお願いいたします！

　
木
津
川
市
で
は
３
月
24
日
、
精
華
町

で
は
３
月
30
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
手
話
・

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。「
い
ろ
い
ろ
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
何
と
か
条
例
が
成
立

し
た
な
」
と
、
関
係
者
一
同
、
安
堵
の

思
い
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

制
定
に
向
け
た

地
域
の
取
り
組
み

　
条
例
制
定
に
向
け
て
は
、
聴
覚
障
害

者
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
相
楽
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
が
条
例
検
討
委
員
会
を

者
な
ど
の
支
援
団
体
、
視
覚
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
の
当
事
者
と
そ
の

支
援
者
、
教
育
・
労
働
な
ど
の
関
係
機

関
が
集
ま
り
、
条
例
の
基
本
的
な
考
え

方
や
条
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
実
は
、
行
政
か
ら
条
例
制
定
の
提
案

を
受
け
て
か
ら
施
行
ま
で
の
期
間
は
非

常
に
短
く
、
十
分
な
学
習
の
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
精
華
町
と
木
津

川
市
の
担
当
職
員
が
地
域
の
ろ
う
あ
協

会
や
難
聴
者
協
会
、
条
例
検
討
委
員
会

立
ち
上
げ
、
学
習
会
や
意

見
交
換
会
、
行
政
へ
の
要

望
活
動
を
重
ね
な
が
ら
運

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
事
者
団
体
、

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記

後
援
会
Ｈ
Ｐ

に
足
を
運
び
、
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え

に
く
い
こ
と
で
受
け
て
き
た
差
別
や
困

難
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

言
葉
で
直
接
伝
え
る
機
会
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
条

例
案
が
審
議
さ
れ
る
議
会
の
傍
聴
に
も

足
を
運
び
、
条
例
制
定
の
瞬
間
を
見
届

け
ま
し
た
。

　
条
例
制
定
後
に
行
わ
れ
た
記
念
撮
影

で
は
、
地
域
の
ろ
う
者
が
手
作
り
し
た

横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
関
係
者
全
員
で

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
お
い
て
パ
ン

り
、相
談
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
相
楽
地
域
で
聴
覚
障
害
児
・
者
の
支

援
を
行
う
当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
で
創

立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
や
、
聞
こ
え
な

く
て
も
安
心
し
て
集
え
る
「
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
し
な

が
ら
、「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
や
、
要
約
筆
記
を
は
じ
め
と
す

る
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
た

ち
に
必
要
な
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
に
つ
い
て
、
地
域
に
広
く

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
）

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や

条
例
に
関
す
る
学
習

会
・
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
に
つ
い
て
、

行
政
と
当
事
者
、
そ

の
支
援
者
が
集
ま

り
、相
談
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
・
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
に
つ
い
て
、

行
政
と
当
事
者
、
そ

し
た
な
」
と
、
関
係
者
一
同
、
安
堵
の

思
い
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

制
定
に
向
け
た

地
域
の
取
り
組
み

　
条
例
制
定
に
向
け
て
は
、
聴
覚
障
害

り
、相
談
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
相
楽
地
域
で
聴
覚
障
害
児
・
者
の
支

り
、相
談
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新しい応援の形がスタート！ 2026年度総会を開催

項目 口数 金額
１）2026年法人が実施する事業を応援 49口 144,500円
２） 外国人職員のためのいこいの村職員住
宅の改修 26口 68,500円

新しい方法も取り入れなが
ら、後援会を盛り上げてい
きたい。みんなで意見を出
し合いながら、歩んでいこ
う！ （後援会会長　竹谷明）

目標サポーター数 800名
サポータ数　59名 応援口　75口
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アンケートフォーム

恩
返
し

リレー
コラム

　京都府立聾学校の時は、皆様方には大変お世
話になりました。校長の時から「聞こえない皆
様と共に努力をしたい」と思い、評議員をさせ
ていただいていました。
　今回、理事をさせていただく事で再び皆様方
と共に聴覚障害教育の更なる発展に尽くしたい
と思っています。私が21年勤めていた京都府立
聾学校は日本最初の聾学校です。古河太四郎先
生が全身全霊の情熱を傾けてお作りいただいた
学校です。明治11年創立ですので、令和10年に
は150周年を迎えます。日本最初の聾学校とい
うだけではなく、日本最初の特別支援学校です。
古河先生は様々な教材を工夫して、子どもたち
に分かりやすい授業を展開していただきまし
た。日本最初の聾学校では日本最初の手話
を使って授業していただいた学校です。
京都府立聾学校には古河先生の考案され
た指文字一覧の掛け軸も残っています。
明治12年に京都府庁の前に移転しまし

た。今は第二日本赤十字病院がありますが、そ
こに新築校舎を建て、公家の建物を移築して聾
教育が行われました。手話発祥の地と言われる
のは、古河先生が一斉に教育するには系統的な
手話をしっかりと考えていただいたおかげです。
私も聾学校へ入って手話を一生懸命勉強しまし
た。私の手話は生徒から教えてもらったと言っ
ても過言ではありません。生徒とコミュニケー
ションするためには手話は絶対必要です。
　縁あって京都府立聾学校の校長を９年させて
いただきました。今回の叙勲は聾教育の素晴ら
しさを諸先輩や生徒、保護者、聾者の方々から
教えていただいたおかげだと思っています。私
一人の努力だけではなく、関係の皆様の努力が
評価されたものだと感じています。今後はお受
けをした御恩への恩返しを精一杯の努力でさせ
ていただこうと思います。今後とも大変お世話
になりますが、なにとぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

氏　　名 寄付金額 物品
小室　直樹 5,000
林　和男 オセロ1
竹谷　明・靖子 ハガキ40枚

ご寄付　敬称略　ご寄付ありがとうございました。
2026年４月１日～６月30日

あなたの声が
聴言ニュ聴言ニューースス
を作る !

理
事　

酒
井  

弘

社
会
福
祉
法
人

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会

2026年春の叙勲・褒章
瑞宝小綬章

祝 酒井 弘
ひろむ

様
（元公立特別支援学校長）

敬意を表すとともにお祝い申し上げます。

おめでとうございます

FAX（0773）46-0610

お子様連れのお客様も

楽しもう！  笑顔でつながる  村まつり楽しもう！  笑顔でつながる  村まつり

●舞台発表あり
●模擬店・キッチンカーもやってくる
●ボランティア募集中！

日 時 　 10月24日（土）  10時45分～15時
場 所 　 いこいの村　敷地内

（京都府綾部市十倉名畑町久瀬谷２）

いこいの村まつり20262026

模擬店・キッチンカーもやってくる

大歓迎♪

★
★
★ 20262026年度年度

●駐車場はありません。車でのご来館はご遠慮ください。
●雨天決行。
※ 当日の午前11時現在、京都市に「暴風警報」「特別警報」、中京区
西ノ京朱八学区に「避難勧告」「避難指示」発令中の際は中止。

注
意
事
項

8月16日（日）午後5時30分～（予定）日 時

京都市聴覚言語障害センター会 場

大文字をを観観るる会会
今年から模擬店・バザーが復活！

★
★★

大文字
★

大文字
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https://www.kyoto-chogen.or.jp/詳しくは各事業所、またはホームページで

社会福祉法人
京都聴覚言語障害者福祉協会
法人事業本部 TEL（直通）（0774）30‒9003
京都府聴覚言語障害センター
TEL（0774）30‒9000㈹ FAX（0774）55‒7708

いこいの村聴覚言語障害センター
TEL（0773）46‒0101㈹　 FAX（0773）46‒0610

京都市聴覚言語障害センター
TEL（075）841‒8336㈹　 FAX（075）841‒8311

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら


